
True 

Electric Kettle 


デ□ンギ 
トウルー 
電気ケトル 


誦 JKP240J 

取扱説明書 

この度は、デ□ンギトゥルー電気ケトル 
」 KP 24 0 J をお求めいただきまして、誠にあ 
りがとラございました。製品を正しく安全に 
お使いいただくため、ご使用の前に、必ずこ 
の取扱説明書を最後までお読みください。な 
お、お読みになった媛は、保証書と共に大切 
に保管してください D 


保証書付 


( _ ^ _ ) 

•キッチンになじみやすいシンプルなデザイン 

白いボディにグレーのアクセントの去いた、どんな 
キッチンにちなじみやすいデヴィンでず。プラスチッ 
ク製なので、軽<て使いむ地をお群です。 



Made in China 


• 必要なとさに必要な分量だけを沸かず 

保湿タイプの電気ポットとは違い、その都度、必要 
な分量だけを沸かすことびでを、経ミち的です。 

♦持ち運び自由、テーカレに直置きび可能 
•自動電源 OFF 機能、空だき防止機能付さ 

お湯び沸いたとさや、ケトルを電源ベースか6持ち 
上げたとを、自動的に電源び切れます。ケトル内び 
空または水びみない巧態になったとさわ、自動的に 
電源び切れまず。 

• 開け閉めび簡単なふた 

ふたは簡単に開け閉めびでさます。ふたは取りはずす 
タイプではないのでを水時に置を場所に困りません。 

♦左ち2か所の水量計 

水量計びちち2か巧にあるので、どちら側からでわ 
水量び確認でさまず。 

♦ケトル内部のお手入れび簡単 

「コンシールド■ソール構造」により、内部のお手入 
れびしやす<、清潔さを保てます。 
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まを上のご注意 客■ミ主意事項を、必ずお守り <ださい。 


1. ご使用の前に、必ずこの「安全上のごミ主意」を最後までお読みください。 

2. ここにおしたを意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、あなたや他の人々への損害を未然 
に防止ずるをのでず。 

3. ミ主意事項は、誤った取り扱いで生じることび想定される内容を、そのを害や損害および切迫の度合 
いによ0、「警告」と「を意」の2つに分け、明おしていまず。 


A 警告 

A 注意 

この表示の欄は、 r 死 t または重傷などを負ラ 

この表示の欄は、 r 傷害を負ラ可能性または物 

可能性が想定される」内容でず。 

的損害のみび発生ずる可能性び想定される」 

V 

内容でず。 


4. 各を意事項には、「禁止」または「強制」を促ず絵表示び付いていまず。 


この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

この絵表示は、 0 お!行していただ<「強制 j 内容です。 

: m ± : mmm ± : 7 mnm ± 

數胃 ± 雜 0： 

\ 

指示を守 5 

S '- :電源 プラグを抜く 

J 



電源/コンセントについて 


〇 電源は交流10 0 V (已0/巨 OHz ) で 
「1已 A 12 已 V 」と記されている壁面の 
コンセントに直接差し込む 

火災-感電の原因。 


0 取り付けの悪いコンセントは絶対に使 
わない 

火災-感電の原因。 


[35A125V^ 


囚 

回 



コンセントは本製品だけ（単独）で使 
用する 

発乂の原因。 

他の器具と併用ずると、分岐コンセン 
卜部び異常発熱しまず。 


0 延長コードやテーブルタップ、ソケッ 
卜などは絶対に使わない 

発火の原因。 

コンセントや電源プラグ/電源コード 
び異常発熱しまず。 
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電源プラグ/電源コードについて 


電源プラグは、根元までしっかりと差 
し込む 

火災-感電の原因。 


電源フラグやコンセントに付着してい 
るホコリやゴミは、定期的に取り除く 

火災の原因。 


0 


変形-破損している電源フラグ/電源 
コードは絶対に使わない 

乂災 • 感電の原因。 

電源コードび破損している場合は、お 
巧めの販売店または当社サービスセン 
ター （10 ページ参照）に相談ずる。 


動作中に電源プラグを抜さ差ししない 

火災-感電の原因。 


0 電源 コー ドを コー ドホルダーに巻さつ 
けたまま使用しない 

発火の原因。 


0 



電源プラグ/電源コードを破損するよ 
ラなことはしない（電源プラグ/電源 
コードは、大切に扱ってください。無 
理に曲げたり、物を載せたり、束ねた 
り、傷をつけないでください） 

傷んだまま使用ずると、感電やショー 
卜による発乂の原因。 



濡れた手で電源プラグをなさ差しし 
ない 

感電- けびの 原因。 


^ 電源フラグ/電源コードび異常発熱し 
IE ている場合は、電源を切り、電源プラ 
グをコンセントか5抜く 

ショートによる発义の原因。 

使用中に、電源プラグ/電源コードび 
異常に熱くなる場合は、直ちに電源を 
切り、お巧めの販売店または当社サー 
ビスセンター （10 ページ参照）にホ目 
談ずる。 


使用中/使用後について 


異常び生じた場合は、使用を中止ずる 

けびや故障の原因。 

万一、異常び生じた場合は、直ちに電 
源を切 0、 電源プラグを コンセントか 
ら抜さ、お巧めの販売店または当社 
サービスセンター （10 ページ 参照） 
まで連絡する。 


0 子供だけで使わせたり、幼巧の手び届 
くところで使用しない 

感電.やけど.けびの原因。 

0 ケトルを傾けたり、ゆすったり、お湯 
を入れたまま移動しない 

お湯びこぼれ、やけどの原因。 



自分で絶対に分解-修理-改造は行わ 
ない 

故障や発乂の原因。 


0 まざ□をふさんなどでふさびない 

お湯びふさこぼれ、やけどの原因。 










o 
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里源について 

ブレーカーび落ちる場合には、電力会社に連絡する 

使巧中にブレーカー（分電盤内の回路遮断器）び落ちる場合には、電力会社に相談ずる。 


電源プラグ/電源コードについて 


電源プラグを巧くとさは、電源コードを 
持たず、必ず電源プラグを持って巧く 

感電•シヨートによる 
発火の原因。 


0 


使用中は、電源コードを本体に触れさ 
せない 

感電•シヨートの原因。 

熱で電源コードが痛みます。 


設置場所について 


〇 


電源コードは、必ずコード留めにはめ 
込んで使用する 

やけどの原因。 

コード留めにしっか0はめ込まない 
と、電源ベースび不安定になり、ケト 
ル本体び倒れたり、熱湯び吹さこぼれ 
るおそれびありまず。 



0 


0 


本体は不安定なところ、熱に弱いテー 
ブルや敷物などの上では使用しない 

本体や置いた物の変形-変質や火災の 
原因。 


水道や熱源の近 <、屋外や湿気のをい場 
所ほ G 屋)、特殊な環境（硫化ガスの発 
生する場所、塩害などのおそれがある場 
所）で使用しない 

ショートや感電による発火の原因。 
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使用中/使用後について 



お湯をまぐときは、ケトルを 電源べ 一 
スか5離ず 
やけど-けびの原因。 


0 「 max 」 のライン （= 最大水量 0.7 已 L ) 
しソ上の水を入れない 

沸騰したお湯び吹さこぼれ、やけどの 


付属の電源ベースと共に使用する 
火災•感電-故障の原因。 

ケトル本体を、直乂（ガス台など）や 
電気ヒーター、電磁調理プレートなど 
で使用すると、大変を険です。必ず付 
属の電源ベースで使用してください。 


〇 本体び転倒、落下したとさには、使用 
せず、点検を依頼する 

火災-感電の原因。 



原因。 


xn 


0.75L 

max 


0 ケトルに水!;1外のちのを入れたり、他 
の用途で使用したりしない 

やけどの原因。 

内容物びふさ出してくるおそれびあり 
まず。 


〇 使用する際は、必ずふたを閉める 

「自動電源 OFF 機能」びはたらかず、 
火災の原因にな0まず。 



使用中は、取っ手しソ外は触れない 

やけど-けびの原因。 

ケトルは、沸騰中および沸騰後をしば 
らく熱くなっていまず。 


^ 使用後は、必ず電源プラグをコンセン 
卜か!5抜く 

絶縁劣化による感電-漏電-火災の 
原因。 



本体接続部や電源ベースに水（お湯） 
をこぼさない 

シヨート.感電の原因。 

万一、こぼしてしまった場合は、直ち 
に電源を切り、使用を中止してくださ 
い。その後、お巧めの販売店または当 
社サービスセンター （10 ページ参照) 
にご相談ください。 



お手入れについて 

本体や電源フラグ/電源コードを水に浸したり、水洗いしない 

故障や感電の原因。 

ケトル底部や電源ベース、電源プラグ/電源コードは、水に浸したり、水洗いをしないでく 
ださい。 


^ 本体のお手入れは 電源 プラグをコンセントか5おさ、各部び冷えてか5行ラ 

やけど • M • けびの願。 
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各部の名祿とはた 3 き 


ふた 

この部分に手をかけて 
開けます。 



フィルタ 

取り外して、お手入れでさます 
(取り付け済み)。 
※フィルターの外しかた/取 
り付けかたについては8 
ページを参照してください。 

まざ □ 
ま水口 



ケトル本化 
※水 1 U 巧•は入れないでください 


接続部 


^ケトル底面(凹) 
\電源ベース(凸) 


電源べー ス 

ケトルはどの方向からでをセ 
ットでさます。底面には コー 
ドホルダーが あります。 


コードホルダー 

ケトルを使用しないとさ、電 
源コードがじゃまにならない 
よラに、巻さつけておさます。 


Q 


電源]-ドをコードホル 
ダーに昔をつけたまま使 
巧しないでぐださい。 




水量計 

ケトルの左ち両側についています。 
※ま水量を確認してご使用ください。 



取っ手 


電源スイッチ/ランプ 

電源スイッチを下側に巧し下げて 
電源を入れると、加熱が始まりま 
す。加熱中はランプが点口します。 
お湯が沸 < と自動的に電源が切れ、 
スイッチが元の位置 （= C ) FF 時） 
に戻り、ランプが消口します。 



また、ケトルが空ださ状態になる 
と、自動的に電源が切れます（ラ 
ンプが消打します)。 


電源プラグ 
載原コード 


コード留めりか 巧） 

※電源コードはコード留めにはめ 
込んでご使用ください。 

詳しくは3ページを参照してく 
ださい。 
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使用手順 


初めて使う際は、沸いたお湯からプラスチック樹脂の臭いびすることびあります。事 
前に 「 max 」 のラインまで水を入れて沸騰させてください。これを2〜3回繰り返し 
てからご使用ください。 



ケトルにミち水する 

ケ トルを電源ベースから外し、水を必要な量の.1 4L 
〜 0.7 已 L) だけ入れます。フィルターび装着されてい 
ることを確認後、ふたをしっかりと閉めてください。 


A を意 

- 「max」 のライン （= 最大水量 0.7 已 L) し iLh の水を 
入れないでください。お湯びふきこぼれ、危険です。 
.最ル水量 （=0.14L) より少ない水量で使用しな 
いでください。空だき防止機能びはたらき、電源 
び入りません。 

-本機は保温機能びありませんので、必要な量だけ 
沸かして < ださい。 
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電源を接続する 

電源プラグを壁面のコンセントに 直接差し込みます。 
根元までしっかりと入れてください。 


A 注意 

使用中、電源コードは化ず、 

-コードホルダーからすべて引き出して使用してく 
ださい。 

-コード留めにはめ込んで使用してください。 



3 ケトルを電源ベースにのせ、電源を 
入れる 

水を入れたケトルを、電源ベースの中央に正しく（二 
ケトルの底面の凹接続部と電源ベースの己接続部を合 
わせて）セットします。 

ふたびしっかり閉まっていることを確認後、電源ス 
イッチを下側に巧し下げます。 

電源び入ると、ランプび点なします。 



A ミま意 

ご使用の際は、必 ずフィルターを装着し、しっかりふたを閉めて ください。 

サーモスタットび温度を感知できない ために「自動電源 OFF 機能」がはた日かず、沸いたま 
まの状態び続さ、危険です。 
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使用手順（つづを) 



お湯が沸さ、電源が切れる 

お湯び沸くと「自動電源 OFF 機能」のはたらきで、 
自動的に電源び切れます(^電源スィッチび元に戻り、 
ランプび消なします)。 


【お湯び满く前に、電源を切る場合】 

電源スイッチを上側に押す 


A 注意 

【連続して使用ずる場を】 

約1〜2 分間の休み （= 電源 OFPI 犬態）をとっ 
て < ださい。 



5 


お湯をまぐ 

ケトルを電源ベースから外し、ふたびしっかりと閉 
まっていることを確認後、お湯ををざます。 

なお、ケトルの底面は熱くなりませんので、直にテー 
ブルなどに置<ことびでさます。 


A 注意 

-取っ手(がは触れないでください。ケトル表面び 
熱いので、やけどする危険びあります。 

-めれたテーブルの上に置かないでください。転倒 
するおそれびあ0ます。 



使用後は… 

電源プラグをコンセントから抜さ、電源コードをコー 
ドホルダーに巻さつけます。 

お湯を残さず捨ててください。 

※お手入れ旧ページ参照）は、各部び;令めてから行つ 
て < ださい。 




自動電源 OFF 機能 

お湯び沸<と、自動的に電源スイツチび元 
に戻り、電源び切れます。 


空ださ防止機能 

電源び入っているとさに、ケトル内び空ち 
しくは水び少ない状態になった場合は、空 
だき防止機能びはたらいて、自動的に電源 
び切れます（ランプび消灯します)。 

※この機能びはたらいた場合は、ケトルを 
電源ベースから外し、しばらく冷まして 
<ださい。 
















































お手入れのしかた 


ミちれ具合や使用頻度によりますが、定期的に下記の要領でお手入れをしてください。 


A お手入れをする 
とまのを 意 点 


事前に、必ず電源プラグ 使用後すぐのお手入れは 

をコンセントか5巧いて ■■ やめ、各部びをえてか5 
ください。 ス y 行ってくださし、。 


水洗いできません 



'が側の巧れは、柔らかい布にお湯を含ませ、固く 
絞ってから 拭さ取ります。 

' 落ちにくい巧れは、お湯で薄めた台所食器用洗剤 
を柔らかい巧に含ませ、固く絞ってからなさ取り 
ます。その後、お湯を含ませ固く絞った巧で、洗 
剤を残さず拭さ取って < ださし、。 

'電源コード/電源プラグは、柔らかい巧で空拭さ 
だけして < ださし、。 

※ケトルの内部は、水洗いできまず。 

-が側や底部に水をこぼさないよ5にしてくださし、。 

•クレンヴー（研磨剤）やベンジン、シンナー、 
金だわしなどは、使用しないで<ださい。本体の 
表面び変質し、はびれ-変色-樹脂部品の割れの 
原因にな D ます。 


水洗いできます 



フィルター 


フ イ ルターの外しかた/取り付けかた 


【外す】 


【取り付ける】 



フイルターを 上ちに I フイルターを まざ□の内 
持ち上げます。 i 側にある溝に合わせ、押 

i し込みます。 


柔らかいスポンジと台所食器用洗剤で、水洗いでき 
ます。ケトルには、乾しでから取り付けてください。 



石の分の除去 

長く使っていると、ケトル内に石灰分び付着し、白し)膜びできます。 使用頻度や水質によりますが 、 
付着が目立つ場合は、 LU 下の要領で石灰分を除去してください。 


①ケトルに 0.7 L の水と 食酢もしくはクエン酸を大さじ2杯 入れ、 

ふたをします。 

③ケトルを電源ベースにセットし、電源スイッチを下側に押し下げ 
て電源を入れます。 

③ 沸き 上 びったら （= 電源スイッチ OFF )、 そのまま 1 時間放置しま 
す。その後、お湯を排水し （やけどま意)、 ケトルを空にします。 

④ ケトルを水だけで満水 （=0.7 已 L ) にして、お湯を沸かします。 
食酢を使用した場合は、酢の臭いび消えるまで繰り返してください。 
このとさ1時間の放置は不要ですび、繰り返し行ラ際は間でおず 
1~ 2分程度の休み（電源 OFPI 犬態）をとってください。 
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使用中に異常び生じたとさは、修理を依頼される前に、下記ををラー度チェックしてみてく 
ださい。それでを異常びあるとさには、修理をご依頼<ださい。 


描犬 

原因 

対処 

温度び上げ！5ない/ 

沸臆しない 

電源フラグびコンセントか5抜 
けている。 

電源プラグをコンセントにしっかり差 
し込んでください。 

電源び入らない 

電源プラグびコンセントか5抜 
けている。 

電源プラグをコンセントにしっかり差 
し込んでください。 

空ださ防止機能びはた5いた。 

ケトルを電源ベースから外し、しばら 
く冷ましてからご使用ください。 

お湯び吹さこぼれる 

「 max 」 ライン （= 最大水量） 
ULh の水び入っている。 

「 max 」 ラインを超えてを水しないで 
<ださい。 

本体が熱い 

お湯び沸いたとさのケトル表面 
は、大変熱<なりまず。 

故障ではありません。 


仕様 


製品名称/型式ま号 

デ□ンギトウルー電気ケトル/ JKP 240 J 

定 巧 

電圧/周波数 

交ミ荒 100 V 已0/巨 OHz 

消費電力 

1 150 W 

定格 容量 

0.7 己し 

大きさ 

本体のみ 

幅13已 X 奥行] 90 X 高さ200 ( mm ) 

本体+電源べース 

巾畐] 3已 X 奥手5 ] 90 X 高さ2 ] 已 （ mm ) 

拓 S 

貨 里 

本体のみ 

0.6 kg 

本体+電源べース 

0.9 kg 


さ 部 

巧 質 

ケトル 本体 

ポリプロピレン 

電源べー ス 

ポリプロピレン 

水 量 計 

ポリプロピレン 


この製品は欧州 RoH 5 指令に適台した製品でず。 

欧州 RoHS 指をとは、 I ■電気-電モ煤おの特定有害物質の巧巧制限 J を規定した欧 I 州連合 （ EU ) による指をでず。 

この製品は、銷及びその化合物、水銀及びその化を物、六価ク□ム化合物、カド S ウム及びその化合物、ポ U ブ□モビフてニル 
CP 臣臣)、ポ U ブ□モジフエニルェーテル （ P 日 DE ) の含ち率び、いずれも含有率基準値な下であり、環境に配慮して製造されました。 



RoHS 































ア フターヴー ビスについて 


1 ) 使用中に 異常 （★) び生じた場合 は、ただちに電源を切り、プラグをコンセントから抜いてください。その後、 目ページの「故 
障かな？」で調べてち正常に機能しない場合 は、お求めの販売店またはデ□ン半-ジャパンサービスセンター（下記参照） 
にご相談ください。 

广 -く★政下のような場音•には、点検および修理び必要です>-^ 

■使用中、電源コードおよび電源プラグ、コンセントび異常 ■電源コード、電源プラグび変形/破損している 
に 熱くなる -本体に強い衝擊（転倒-落下）を与えた 

I ■本体や電源 ベースに 水などの液体を こぼした _■取扱説明書どおりに使用しているのに、正常に機能しない^ 


到万一、故障/損傷した場合は、保証書に記載されている販売店に1.お求め時期2.製品名称と型式番号3.故障の状況 
——を連絡のラえ、修理を依頼してください。なお、当社サービスセンターにご依頼される場合は、お電話または直接宅配便 
でお送りください。 

※宅配便等を利用して当社サービスセンター（下記参照）に直送される場合は、 必ず故障の状況を記したメモ を商品パッケージ 
(個包箱）に同封してくださし、。 

※ 送り先については、事前にお電話あるいはホームぺージ （ http :// suppo 「 t . delQn 邑 h し co . jp ) にてご確認ください。 

3) 保証期間中 （1 年） は、保証書に記載されているものについては、無料で修理いたします。ただし、安全上および使用上の 
ミ主意を無視しての故障、規格外に改造をしたものは、その限りではありません。また、保証期間び過ぎたものについては、 
有料で修理いたします。 

4) 補修用性能部品の保有期間について 

当社では、この製品の補修用性能部品について、最終輸入曰を起点に已年間保有しております。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

已)まごころ点検のおすすめ：長い期間ご使用いただくために、専門技術者による点検（お預かり）をおすすめします。点検の 

依頼および料金などにつきましては、当社サービスセンターまでお問い合わせください。 

※下の枠内に、ご購入年月日を記入してください。点検の目安になります。 


ご購入年月日： 年月 曰 


6) デ□ンギ再資源化システムについて 




ご不用になった製品は、下記の要領に従い、当社サービスセンターまでお送りください。素材ごとに分 
別し、再資源化いたします。 

送料について：再資源化の費用は当社び負担いたしますび、 送料はお客様のご負担（元払い） となります。 
予めご了承ください。 

栖包について：製品の入っていた箱（元箱）に入れてお送りください。元箱がない場合は、段ボール箱 
に入れるか、エアーパッキン等にくるんでくださし、。 

※外箱または送り状に、必ず r 再資源化」と明記してください。 


※送り先については、き前にお電話あるいはホームぺージ （ h 1: tp :// support . clelc ) nghi . co . jp ) にてご 
確認ください。 


上、アフターサービスについてご不明の点げございましたら、お求めの販売店または当社サービスセンターまでお問い合わせ 
<ださい。 


デロンギ.ジャ八’ン ヴー ビスセンター ► (受付時間；！:、日、巧!日を除く毎日 9:30- 17:00) 


]— ルセンター Tel .0120-804-280/ Fax .04 已 -4 已 0-3291 


〒吕吕 1-00 吕吕 神奈川県横お市ネ申ま川 区 守屋町 3-9 安田倉庫(株）内 4 号 ビル 


ホームぺージでのお問い合わせ ( URL ) http :// support . delonghi . co.jp 
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